
早いもので満開の桜も散り、葉桜となっていく時期となりました。令和2年度は新型コロナに翻弄された一年間で

したが、新しい生活様式のもと、国民が一致団結して感染拡大防止に取り組んだ年だったのではないでしょうか。

ワクチン接種が待ちわびられますが、コロナ前の生活に戻ることはないともいわれています。如何にウィルスと

共存していくか、人と人の繋がりを途絶えさせずに新しい価値観を持って生活をしていくかが今後の課題になっ

ていくと思います。

南大分地域包括支援センターでは、コロナ禍においても気軽に相談できる繋がりのある地域の窓口としての機能

を果たすために、基本に忠実に感染防止対策の徹底を図っていきます。

こんにちは。南大分地域包括支援センターです

2021年度 第8期介護保険事業計画に基づき介護保険法が改正されました

今回の改正では感染症や災害発生時における事業継続体制の強化、ビッグデータを活用した自立支援・重度化防止の

推進、認知症ケアや看取りケアの充実、介護人材の確保及び処遇改善の推進、事業所のハラスメント対策強化、文書

の署名・捺印に代わる電磁的な対応を認めるなど、現代の社会情勢を踏まえた内容でした。

報酬改定率については、全体で+0.70%であり、そのうち0.05%は新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的

な評価（令和3年9月末まで）であることが発表されました。プラス改定となった背景には、介護業界の人材不足や厳

しい経営環境、新型コロナウイルスの感染拡大等があります。プラス改定は前回の2018年度改定に続いて2期連続と

なり、介護職員の賃上げなどを図った臨時改定（2017年度、2019年度）も含めれば4回連続となりました。
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オーラルフレイル（歯と口の衰え）にご注意

『オーラルフレイル』は、滑舌低下、食べこぼし、僅かなむせ、噛めない食品が増えるなどの些細な口腔

機能の低下から始まります。早めに気づき対応することが大切です。これらの様々な口の衰えは身体全体

の衰え（フレイル）と大きく関わっています。

噛む力が衰えて固いものが食べにくくなると、柔らかいものばかり食べるようになり、噛むために必要な

筋力がさらに低下し、さらに噛む力が衰えるといった悪循環に陥りやすくなります。結果的に口腔機能の

衰えは、食欲の低下、さらには全身の機能低下へと進み、介護必要な状態へと繋がる可能性が高まります。

また、食は「人生を豊かにするもの」「コミュニケーション」でもあることから、口腔機能の衰えは精神

面への影響や社会性の喪失にも繋がっていく恐れがあります。

それらを予防していくためには、「口の中を清潔に保つこと」そして「加齢で衰える口腔機能の維持・改

善に努めること」がポイントです。まずは、定期的な歯科検診で自分の歯や口の状態を知り、オーラルフ

レイル予防を意識していきましょう。
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掲載文、図：アクティブシニア「食と栄養」研究会ホームページより転載

その他のフレイル予防などに関する情報は、

アクティブシニア「食と栄養」研究会ホームページ

https://activesenior-f-and-n.com をチェック！


